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この広報紙の無断転載を禁じます。　視覚障がい者のみなさんにも家族から読んであげてください。 この広報紙は、植物油インキを使用しています。

その41

　市長は長久手をどんなまちにしたくて、そのために何に取り組
もうとしているのか。その想いを市長の語り口でお伝えします。
　みなさんと語り合うように、一緒に未来の長久手のことを
考えてみましょう。
　また、市　【にょぜがもん】もぜひご覧ください。
[ 市　 のトップページから「にょぜがもん」をクリック。 ]

　平成28年10月22日に開催された本市社会福祉大会において、小・中学生を対象に行った「児童生徒福
祉作文コンクール」の最優秀賞と、小・中学生の福祉体験の発表が行われました。
　いずれの発表も、子ども達が素直に感じたことが、子どもらしい言葉で綴られていて、私たち大人の心
に響きました。
　子ども達は、車椅子体験をしたり、認知症サポーター養成講座を受講したり、老人ホームにボランティ
アに行ったりと、実際に経験したことで「福祉」とは、周りの人のために、自分ができることをやることなん
だと気付き、自分ができることは何があるだろうと、いろいろ考えてくれたようです。
　ほんの一部を紹介します。

● 人は一人では生きられません。そして、介護も一人ではで
きません。みんなで助け合うこと、それが何よりも大切で
す。身近に介護を必要とする人がいなくても、できること
が必ず何かあるはずです。私はまず登下校時にあいさつを
することから始めようと思います。（長久手中女子生徒）

● 老人ホームに慰問に行って、お年寄りと一緒に歌を歌ったり、クイズをしたりしました。一人のおじいさ
んが、「来てくれてありがとう。」と涙を流してくれました。私は驚いて、その訳を聞くと、おじいさんは「家
族と離れて、知らない人の中で暮らして寂しい。」と話してくれました。私は、ただ聞いていただけだった
けど、そのおじいさんは、最後に「聞いてくれてありがとう。すっきりしたよ。」と笑ってくれました。
　　話を聞くだけでも、誰かを楽な気持ちにすることができるのだと不思議な気持ちになりました。「聞
　く」ということも福祉なんだと思いました。（南小学校男児）

● 私は、おじいちゃん、おばあちゃんと暮らしたことがないので、老人ホームに行ったとき、どうしたらい
いのか分かりませんでした。一人のおばあさんから、「名前は？」「何小学校？」「何年生なの？」と30分く
らいの間に、何度も同じ質問をされました。そのとき、以前に受けた認知症サポーター養成講座で、認
知症の人は、少し前のことが思い出せないと聞いたのを思い出しました。私にとっては同じ質問でも、こ
のおばあさんにとっては、初めての質問で、私に関心を持ってくれているんだと思い、何度も丁寧に答え
ました。（東小学校女児）

「聞く」ことも福祉

※掲載した文章は、作文や発表の一部を抜粋して掲載しています。
　児童生徒福祉作文コンクール優秀作品集は、市社会福祉協議会（福祉の家内）で配布しています（数に限りがあります）。

　今月号の特集で、リニモに乗って撮影に出かけました。先頭車両に
乗っていると、きれいな街並みから自然豊かな風景まで、様々な景色を
楽しむことができました。普段過ごしている中では気にとめない長久手
の景色を、一度リニモに乗りながら、眺めてみてはいかがでしょうか。
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